
点数 各項⽬20点満点

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

301 影⿃居 クダマツヒロシ ⼀般審査員Ａ 8 10 10 14 14 56 優さんの⽗親は呼ばれてしまったのか？それとも、こういうことが起こるとい
う前兆だったのか。ちょっとよく分からない話でした。奉納は、神仏に喜んで
納めてもらうために物品を供えたりする意味があるので、⽗親の魂を捧げたっ
て意味もあるのかなと想像してしまいました。そこまで怖くない話ですが、
ユーモアと意外さの点数を⾼めにしています。

301 影⿃居 クダマツヒロシ ⼀般審査員B 13 12 13 10 15 63 ⿃居という事は神社が関係しているとおもうのですが、奉納というのは⽣贄と
解釈しましたがなぜお⽗さんが選ばれたのか、近くに神社は無いとか謎が盛り
沢⼭な話ですね。

301 影⿃居 クダマツヒロシ ⼀般審査員C 15 16 16 12 15 74 その⿃居のようなものを⾒てしまったから亡くなったのか？お迎えが近いから
現れたのか？まるで地獄の⾨のような出たら最後不気味で有無を⾔わせない圧
⼒さえ感じました 短編ならではの急展開に鋭さ、結末に意外さを感じたので
⾼めとしました ⾃分なりの解釈等があったら新しさポイントをもう少し⾼め
としようと思いました

301 影⿃居 クダマツヒロシ ⼀般審査員D 8 11 13 9 11 52 お⽗様が奉納されてしまった、ということなのでしょうか。しかも、何か⽬に
⾒えない何かにランダムに選ばれる理不尽な話だと思った。

301 影⿃居 クダマツヒロシ ⼀般審査員E 20 15 20 15 20 90 タイトルも新しいし⾹典の「奉納」も気味が悪くてゾクっとしました。お⽗さ
んが亡くなってからの話は、優さんの⽗の体験談では無いので、優さんから聞
いた話の⽅がしっくり来ると思います。

301 影⿃居 クダマツヒロシ ⼀般審査員F 14 12 14 12 14 66 ショートではあるけれど、映画かドラマを⾒ているように頭の中に情景が浮か
んでくるような作品です。⽉明かりに浮かび上がる⿃居らしき影。そして、そ
れを⾒た翌⽇に、⾃ら命を断ってしまった優さんのお⽗さん。葬儀で受け取っ
た⾹典の中に交じって⼊っていた〈奉納〉の紙⽚。全てが謎なんだけれど、そ
れらに繋がりは感じられて、何かの呪いなのだろうか、と考えると余計怖くな
りますね。訳がわからない、という実話の怪談らしさを強く感じさせるいい作
品でした。

301 影⿃居 クダマツヒロシ ⼀般審査員G 15 13 13 10 15 66 とても⾟くやりきれない体験ですよね…影等の描写がリアルなので情景が⾮常
に分かりやすく、怖さも増したお話しでした。怖さももちろんあるのですが、
不思議だなぁと思う事が多く様々な考察が出来るお話しではないでしょうか？
神社の⿃居と聞くと私はあまり怖いイメージは無かったのですが、その後の不
可解な死を考えるとあまり良い意味では無さそうですね。末⽂の“奉納と書かれ
た紙が⼊っていた”部分が最後にも良い意味での“後味の悪さと謎”を残している
感じも、個⼈的には良かったと思います。なので意外を⾼得点とさせて頂きま
した。

301 影⿃居 クダマツヒロシ ⼀般審査員H 10 10 5 12 12 49 神が獲りにくるスタイル…こわ…。もらい事故とは違うような、契約違反のよ
うな闇深さを感じますね。からかう⽬的で影がくるのではなく、命を持ってい
くような展開はハワワワ…！！とぞくぞくしました。もっと⻑⽂でゆっくり読
ませて欲しいと思えるくらい密度の⾼いショート怪談だと思います。⽩い神様
と⿊い神様があると思うのですが、⿊い⽅の粘着質な神様なのかも…と想像し
て怖かったです。とくに最後の＜奉納＞は恐怖を煮詰められたような強さを感
じました。

301 影⿃居 クダマツヒロシ ⼀般審査員I 13 12 10 10 12 57 ⿃居が現れて⾃殺。⿃居の影が⾒えた不思議な話をしたときはきっと⾃殺する
気配なんてなかっただろうに。奉納の紙。お⽗さんが奉納されたということな
んですかね？⿃居は何を意味したんでしょう

301 影⿃居 クダマツヒロシ ⼀般審査員J 20 18 18 3 20 79 最後のオチの「奉納」が怖すぎました。奉納と⾔っているけど⽣贄みたいなこ
となのかな？とか呪い的な何か？とか⾊々と考えられる話だと思いました。話
をした事がトリガーなのかも気になりました。黙っていたら死んでしまうこと
もなかったのかな・・と考えてしまいました。

合計 136 129 132 107 148 652

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

324 詰まる排⽔溝 ファミレス店⻑たらすぱ ⼀般審査員Ａ 14 10 10 8 10 52 排⽔マスから悲鳴が聞こえてきたのは、違法な中絶⼿術によって犠牲になった
⾚⼦なのかなと想像してしまいました。汚⽔があふれてしまう原因は何なの
か。なんで、あふれさせてしまうのか。ちょっと気になりましたね。怖さの項
⽬は⾼くしていますが、そのほかの項⽬にはちょっと低めにしています。

324 詰まる排⽔溝 ファミレス店⻑たらすぱ ⼀般審査員B 13 12 12 10 13 60 中絶⼿術を闇でやってたことにも驚くが形作られてきた⾚ちゃんの遺体を排⽔
溝に流すという事が信じられないです。申し訳ないですが嫌な気分になる話で
す。

324 詰まる排⽔溝 ファミレス店⻑たらすぱ ⼀般審査員C 17 16 17 15 17 82 まるで昭和初期に実際にあった病院の胎児遺棄事件を彷彿させるような短い⽂
章の中にギュッと詰め込められた不快感がとても良いですね⼈間のドス⿊い部
分がそれこそ排⽔溝に押し込まれていて⾮常に私は好きです もう完全にその
場所は忌地として完成してますねいくら排⽔溝を掃除したところで⾚⼦の鳴き
声が⽌む事はないでしょう という事で後味の悪さも想像出来るので鋭さや、
新しさ、意外さを⾼めにしました

324 詰まる排⽔溝 ファミレス店⻑たらすぱ ⼀般審査員D 10 7 11 9 10 47 ⾚ちゃんが絡む話は個⼈的に苦⼿です。⽣⾁のようなものが浮いていてそれも
通常の清掃の中で処理してしまったのか、と想像すると後味も悪く気持ちが悪
い。怪談としてはいい話かもしれませんが、個⼈的には苦⼿です。

324 詰まる排⽔溝 ファミレス店⻑たらすぱ ⼀般審査員E 15 15 10 10 15 65 ⽔⼦霊のお話ですが、ものすごく気味が悪かったです。この世に⽣まれて来れ
なかったのも無念だと思いますが、供養もされず汚⽔と⼀緒に流されたらと思
うとさらに無念だったろうと思いました。

324 詰まる排⽔溝 ファミレス店⻑たらすぱ ⼀般審査員F 13 11 10 10 14 58 排⽔溝が詰まる話はよく⽿にしますが、その原因が多くの場合は髪の⽑である
パターンが多い中、このお話では、恐らく、上の階のクリニックで違法に⾏わ
れていた中絶⼿術で取り出された胎児の遺体なのだろう、というところが意外
性と怖さを感じさせる。⾚ん坊の鳴き声が聞こえる、というのもよくあるシ
チュエーションではあるけれど、やはり怖いですね。⽣⾁のようなものを…の
部分は誤字だとは思いますが、⽣⾁のようなものが…ですね。そこだけが残念
です。

324 詰まる排⽔溝 ファミレス店⻑たらすぱ ⼀般審査員G 17 12 12 10 15 66 うわぁ…酷いですね。⼈怖要素と霊的な怖さのミックス！ファミレスの話しだ
けかと思いきや、まさかの上の階での事件。その辺を加味し意外性を⾼評価と
しました。しかも⾚ちゃんの鳴き声なんて…怖いけれど可哀想だなぁとも感じ
たお話しでした。描写も分かりやすくリアルだった点も⾼評価です。しかしそ
んな事があった場所ですから今後も何かありそうですし、そんな所のファミレ
スなんてあまり⾏きたくは無いですよね。そして⾚ちゃん、どうか成仏出来ま
すようにと祈るばかりです。

324 詰まる排⽔溝 ファミレス店⻑たらすぱ ⼀般審査員H 20 20 10 18 15 83 「⾁」を感じる怪談は怖い！！私は⾼評価をつけさせていただきました。ファ
ミレスという友⼈や家族が集まる場所の真上で、聞くに耐えない出来事がおき
ていた。という明暗が激しい設定が、めちゃくちゃ良かったです。（創作であ
りますように…！！）全体を通して簡潔に、しかし⼗分すぎる情報量の⽂脈が
続き、すごく⽂章構成⼒に才能がある⽅に感じました。「悲鳴が重なるように
響き渡る」の⼀⽂がいいですね。⽿に残る⼀⽂になっていると思います。この
怪談が好きになる⽅は多い気がします。思わず何度も何度も読み返しました。

324 詰まる排⽔溝 ファミレス店⻑たらすぱ ⼀般審査員I 10 10 10 10 10 50 中絶したあとのご遺体はちゃんと処理して欲しいですね。怖いというよりグロ
くて気持ちが悪かったです

324 詰まる排⽔溝 ファミレス店⻑たらすぱ ⼀般審査員J 20 16 16 3 18 73 オチに胸糞悪さも感じながら⽣まれて来れなかった怨念や悲しみが容易に想像
できて嫌な気持ちになる話でした。

合計 149 129 118 103 137 636

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

293 SNSをやめた理由 川沿いのマスター ⼀般審査員Ａ 12 12 15 12 15 66 知らない⼈に花を供えたお礼でSNSにメッセが来るようになったのは、⾃分が
体験したら嫌だなと思いました。それがきっかけでSNSをやめることになる
が、今度はLINEで仕掛けてくるかもしれない。だから、気を付けているという
のはリアルだなと感じました。現代的な怪談だと思ったため、新しさと意外さ
を⾼くしています。

293 SNSをやめた理由 川沿いのマスター ⼀般審査員B 15 13 14 12 13 67 実話ならマジで怖い。花を供えたのは関係があるかわからないけど亡くなった
友⼈たちからDMが次々と届くのは恐怖ですね。友達の命⽇だとしたら予約を
してあげてもいいかもしれませんねw。結果報告お待ちしております。

293 SNSをやめた理由 川沿いのマスター ⼀般審査員C 13 13 16 15 16 73 霊なりの礼とでも⾔いましょうか律儀なものですね 怖さや、鋭さはそこまで
ですが、少し⾒た事のないタイプの怪談なので新しさやユーモアは感じまし
た。よく考えたら⾃分のお店の近くで⼈が亡くなるのはいい気が知れませんの
で、出来る範囲の事はしてあげたいという想いは伝わりました LINEの友達追
加‥あまり深く考えずに軽い気持ちで追加は今後しにくくならようなSNS全盛
の今のお話でより真新しさを感じました

293 SNSをやめた理由 川沿いのマスター ⼀般審査員D 12 14 15 10 12 63 意外性のある話で⾯⽩かった。亡くなった友⼈からではなく、実際にお⾒せに
来られる友⼈から連絡が来てほしいものですね。

293 SNSをやめた理由 川沿いのマスター ⼀般審査員E 5 5 10 15 10 45 川で亡くなった⼥性と亡くなった常連さんからの連絡を結びつけるのは無理が
有るような気がしました。怖さは感じませんでした。

293 SNSをやめた理由 川沿いのマスター ⼀般審査員F 9 9 10 9 10 47 SNSという、いかにも現代⼈には⽋かせないツールがお話に出てくるという意
味では新しさを感じました。既に亡くなっている友⼈や知⼈から次々と届く
メッセージ。川に⾶び込んで亡くなった⾒知らぬ⼥性へ⼿向けたお花のお礼な
のかもしれないですが、さすがに亡くなった⼈達ばかりではお店としては残念
でしかないですね。⽂章の⼀番最後に『。』がないのは⽂字数の制限でしょう
か？『。』はつけて欲しいと思いました。後、知らない⼥性に花を供えた…と
いうところは、『知らない』は敢えて必要ないかな、と思いました。

293 SNSをやめた理由 川沿いのマスター ⼀般審査員G 17 13 15 10 15 70 SNS…まさに最近の怪談ですね！霊も時代により様々な現れ⽅をしますね。と
ても興味深く読ませて頂きました。お話にはゾッとしてしまいましたが、⾊々
考えるとそれだけ皆に愛されたお店なんだなぁと思う所もあったり複雑な気持
ちになりました。きっとメールをくれた亡くなった⽅はそのお店を⾒守ってく
れていそうだし、恐ろしい怖さではなく⽣前の繋がりを感じられる怪談だった
と思います。意外性、新しさを感じたので⾼評価としています。

293 SNSをやめた理由 川沿いのマスター ⼀般審査員H 10 10 15 10 15 60 SNSが連絡⼿段なのが、令和っぽくっていいですね！状況を淡々と説明進⾏し
ていくので、ミステリー⼩説のような⼼地よい怖さがありました。(怖いのに⼼
地よいってのも変ですが)私がこの怪談で特にお気に⼊りなのは「代⾦を貰えな
い⼈」という表現です。主⼈公にとってなにも利がない、体温を感じない⾔い
回しがとてもステキだと思いました。最後の⼀⽂も良いですね、友達追加を押
せない状況は⼀種の呪いのようにも感じて良きです。起承転結がとても上⼿い
と感じました。

293 SNSをやめた理由 川沿いのマスター ⼀般審査員I 10 11 10 10 10 51 よく知らない⼈に花を⼿向けたから恨まれたんじゃないかと。。。だから死んだ
仲間から連絡があるのではないかと

293 SNSをやめた理由 川沿いのマスター ⼀般審査員J 13 8 18 19 19 77 思わず笑ってしまった話しでした。怖さはなくゾッとするとかも無かったので
すが新しさとユーモアのある話しだと思いその項⽬では⾼い点をつけました。
恩返しならもう少し違う⽅法でして欲しかったですね。

合計 116 108 138 122 135 619

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

299 ⼀般審査員Ａ 10 10 15 15 15 65 視える⼈に係を担当させ、「降りない⼥性」がいるリフトに乗せないのは
ちょっと興味深いです。なんで、視える⼈が係を担当するようになったのか。
もし、「降りない⼥性」に乗せてしまった場合、何が起こるのか。過去が気に
なりました。怖くはないですが、新しさとユーモア、意外さは⾼めにしていま
す。

299 ⼀般審査員B 13 12 13 12 12 62 スキー場で亡くなられた⽅なんでしょうがリフトから降りないとこをみると誰
かを待って居るのかなと思いました。その誰かが来た時にそのリフトから降り
る姿を⾒れるのかもしれませんね。

299 ⼀般審査員C 16 16 16 14 15 77 場所に執着をしているのか？そこに居続け無ければならない強い理由があるの
か？そして視える⼈が対応しないといけないババ抜き的な理不尽な怖さと、知
らずに重なって座ってしまう発想の鋭さとユーモアを⾼めとしました たまた
まそこがリフトだったけど毎⽇利⽤する⾃家⽤⾞や、電⾞だったらと想像を少
し巡らせたらよりゾッとしました 知らない⽅が幸せですね

299 ⼀般審査員D 6 9 7 5 5 32 書き⽅が分かりづらくて、何度か読み直してしまいました。リフトに乗り続け
る⼈を「降りる気がない⼈」と敢えて表現しているところに、何か意味がある
のか、背景のストーリーが何もないので怖いとも不思議とも、感想を何とも⾔
えないお話しでした。淡々と事実を書いただけにしても、後味も何もなく「そ
れで？」となってしまったので投稿主の意思をもう少し伝えてほしかったで
す。

299 ⼀般審査員E 10 10 20 10 10 60 タイトルが「降りない⼈」だから、最後の「降りる気が無い⼈ 」も「降りない
⼈」で統⼀するか、もっとインパクトの有る表現だったら怖さが増したと思い
ます。

299 ⼀般審査員F 11 11 13 13 13 61 お話の内容的にはなかなか⾯⽩くて興味深い。実話なのでしょうか？怖さとし
てはそれほど感じられませんでしたが、リフトの係の⼈には視える⼈が採⽤さ
れる、というのがユーモアさも感じられます。そのリフトにはいつから乗って
いるのか、今もずっと乗り続けているのか、なぜスキーを履いていないのか、
等⾊々想像したくなるお話でした。冒頭の書き出しの部分、N県の有名スキー
場のとあるコース、のところは、N県の有名スキー場のとあるコース、という
ように『の』で繋げた⽅が⾃然な感じがしました。

299 ⼀般審査員G 18 12 18 10 15 73 スキー場は⾊々と怪談も多そうですもんね…でもリフトの話は初めてだったの
で興味深々でした。お話は丁寧な背景描写だったこともあり、⾊々想像しなが
ら完読させて頂きました。タイトルからも想像はしていたのですが、なぜその
⼈は降りないのか？降りないのでは無くて“降りれないのか？”⾊々考察してし
まいます。もしそうだとすればなんだか悲しい気もするし…⾊々な背景や理由
がありそうですよね。その点も踏まえてもとても怖くて興味深い怪談でしたの
で、全体的に⾼評価をつけさせて頂きました。

299 ⼀般審査員H 15 10 5 10 10 50 これは厭な仕事ですね。ただでさえ寒いゲレンデが2〜3℃気温が下がるような
怪談で好きです。過去にナニカあったの！？と深読みしてしまう構成がすばら
しく、読み⼿の想像⼒に刺さる良き怪談に感じました。「どこで」「なにが」
「どのように」「どうなるかわからない」と未来が⾒えない曖昧な締め⽅に
なっているのが、定番の構成ではありますがテンポよくまとまっており、個⼈
的にクオリティ⾼いな！と感じました。

299 ⼀般審査員I 12 11 12 10 10 55 彼⼥をリフトから降ろしてしまったら何が起こるのだろうと考えたらワクワク
しました。ゾクゾクではなくワクワク。間違って降ろしてしまったエピソード
もちょっときいてみたかったかもです

299 ⼀般審査員J 17 16 18 3 18 72 リアルっぽい話で短いながらとても怖いなと思いました。何かスキー場であっ
たのか。。気になりました。あと、そのリフトの乗り降りする場所は⾒える⼈
が配置されるのも怖いポイントでした。

合計 128 117 137 102 123 607

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

229 斎場にて ⼀般審査員Ａ 15 15 15 15 15 75 誰も笑っていないのに、斎場に突然笑い声が響くのはめちゃくちゃ怖い。そし
て、その笑い声は聞き覚えのある声で、その声の主は不登校だった同級⽣。そ
の同級⽣が何らかの念を⾶ばしていたのかどうかは分からないけど、いじめて
いた⼈が亡くなった途端、登校してきたのはタイミングが良すぎるなと感じま
した。2⽉分の中で⼀番怖い話だと思うので、総合的に⾼めな得点にしていま
す。

229 斎場にて ⼀般審査員B 14 12 10 12 12 60 斎場に響く笑い声が聞こえてきたら怖さより先に不謹慎な⼈がいるなって思い
ます。でも周りを⾒渡して誰も笑って無かった時にゾッとするんでしょうね。
⽣き霊なのか呪なのかはわかりませんが亡くなられた⽅には礼節をもって接し
てもらいたいですね。

229 斎場にて ⼀般審査員C 15 15 15 14 16 75 いじめる側の⼈間は何故？いつから？⾃分はノーリスクだと錯覚していたので
しょうかね？⼈を虐めるような⼈間はこうなるよという因果応報、報いを受け
るべきなので私は怖さよりも爽快感とユーモアさを感じました ⽣きた⼈間の
執念や怨念めいた⼒がイキイキしてますね 後⽇普通に登校した⽣徒に対して
周りの⽣徒は今後どう接して⾏くのか？と後の展開も想像してしまう新しさも
感じました

229 斎場にて ⼀般審査員D 10 6 9 12 11 48 書き⽅の癖が強めで、内容がなかなか⼊ってきませんでした。「読み上げても
らう」前提ではなく、まずは「読んでもらう」ことも前提で書いていただける
ともっと怖さを感じられると感じました。そのため鋭さを低めに店をつけさせ
ていただきました。最終的に、いじめっ⼦が亡くなった原因が、いじめられっ
⼦の呪いだったのかもしれない、と思うととても気持ちが悪い話でした。

229 斎場にて ⼀般審査員E 15 15 15 10 15 70 いじめの常習者が…因果応報ですかね？なにかしら呪いなのか、それほど酷い
いじめをしていたんだろうと思いました。ちょっとスカッとしてしまった⾃分
が怖くなりました。

229 斎場にて ⼀般審査員F 14 12 12 11 12 61 ヒトコワ的な要素と、もしかしたら呪い？と思わせるような⼼霊的要素が怖さ
を感じさせる作品。由⾹⾥という⼥は急病で他界した、という事だけれども、
もしかしたら真相は違うのかもしれない。虐めの事実を知っている⼈達は⾃業
⾃得だと思うだろう。静かな斎場に響き渡るその場にそぐわない笑い声は不気
味だし怖い。由⾹⾥の虐めで不登校だった⽣徒が登校して再び笑顔を取り戻せ
たのは良い事だけれど、素直に良かったね、とは⾔えない⼼理的な怖さも感じ
られるお話でした。

229 斎場にて ⼀般審査員G 15 12 12 10 13 62 なんだか複雑な怖さがありますね…イジメをした⼥性はもちろん悪いんですけ
ど、不登校にさせられた⼦の怨念というか“念”というものの恐ろしさが凄く怖
い！！しかもイジメた⼦は亡くなってしまって…因果応報と⾔えばそれまでな
んですけど。気味が悪いですね。⼀種の呪いみたいな何かですかね？理屈では
理解出来ない事がやっぱりあるんだなぁと⾊々な怖さが交錯したお話しでし
た。臨場感もありお話しの描写も丁寧だったので読みやすかったです。

229 斎場にて ⼀般審査員H 10 5 5 10 12 42 ⽣き霊かな？？斎場では聞きたくない笑い声ですね。由⾹⾥さんが急病で亡く
なられたというのも、何か呪いのような、怨念のようなものを感じて怖かった
です。中⾼⽣ぐらいを想像したのですが、いらない奴、嫌いだから排除してや
ろう…！という⼦どもならではの短絡的な展開なのかも。と想像するとゾクっ
としました。

229 斎場にて ⼀般審査員I 12 10 10 10 10 52 いじめっ⼦は呪われて亡くなったのですね。学校に⾏けるようになってよかっ
たです。⽣霊を⾶ばせるほど恨めるのもすごいです

229 斎場にて ⼀般審査員J 17 16 13 3 12 61 呪い的な何かか⽣き霊かわかりませんがその不登校だった⼦が関係しているの
かなと思いました。⼼霊的な怖さもあるし⼈こわ的な怖さもあり全体的にまと
まりがよく読みやすい話でした。

合計 137 118 116 107 128 606

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

327 テレビの中の⾃分 平中なごん ⼀般審査員Ａ 15 12 15 14 15 71 ワイドショーに映っていた観光地に⾏ってもいないのに、⾃分が映っていたら
怖いなと思いました。ドッペルゲンガーの類なのか分からないけど、もしそう
ならば、テレビ越しで⾃分を⾒かけたらどうなるのか気になります。

327 テレビの中の⾃分 平中なごん ⼀般審査員B 12 11 10 14 12 59 純粋にテレビに⾃分が出てたらビックリしますがさらに⾏ったことのない場所
でテレビ越しにドッペルゲンガーにニンマリされるという恐怖が現実では無い
ような感じで夢かと思いますね。不思議なはなし。

327 テレビの中の⾃分 平中なごん ⼀般審査員C 16 16 16 17 16 81 最初に思いついた⾔葉はやはりドッペルゲンガーですね⾏った事すらない場所
でも無意識の⾃分が⾁体から⾶び出て⾏ってしまったのか？コチラを⾒てニヤ
リとしたのは次はそっちへ⾏くからな！という警告でしょうかね それと⾃分
が確実に本体だという保証は何処にもない訳なので⾊々と救いが無い感じが更
に怖さポイントを上げる要因となりました もう⼀⼈の⾃分がコチラをロック
オンする演出には若⼲のユーモアさを感じたので⾼めにしました

327 テレビの中の⾃分 平中なごん ⼀般審査員D 12 10 13 12 9 56 ドッペルゲンガーか⾃分に似せた何者なのか、考えると⾯⽩い話でした。
327 テレビの中の⾃分 平中なごん ⼀般審査員E 10 10 5 10 10 45 ドッペルゲンガーを⾒てしまったお話。よく聞くような話でしさは感じません

でした。最後もニヤリと笑っているだけで、怖さも感じず、何かもうひと捻り
欲しいお話でした。

327 テレビの中の⾃分 平中なごん ⼀般審査員F 13 10 12 12 12 59 ⾏った覚えのない場所に⾃分がいる…。ドッペルゲンガー的なものをテレビの
画⾯で⾒てしまった、というような事なのでしょうが、怖いというか、⾮常に
気持ち悪いですね。画⾯越しに振り返ったもう⼀⼈の⾃分がニヤリと笑う、と
いうのも不気味だし怖い。幸いにも私はドッペルゲンガーに遭遇した事はない
けれど、そういう話はちょくちょく聞くので、もしも⾃分が体験したら…と考
えるとやっぱり怖い。

327 テレビの中の⾃分 平中なごん ⼀般審査員G 18 14 18 10 15 75 個⼈的にはとても興味深く、⾯⽩いと感じたお話で、怖さももちろんですが他
の部分でも⾼評価とさせて頂いたお話しでした。語りの描写も分かりやすいの
で想像もし易く、⾃分がもし体験したらと考えるとゾッとしました。そこに
映っていたのは本当に誰だったのか？何かの霊のいたずらなのか？ドッペルゲ
ンガー的な何か？不思議な怖さも感じます。その後も同じ様な事があったの
か？など⾊々と考察も楽しめ⾮常に⾯⽩いなぁと思いながら完読です。

327 テレビの中の⾃分 平中なごん ⼀般審査員H 5 10 10 10 15 50 これは良き怪異ですね。望んでないのに、唐突に⾶び込んでくる怪異に恐怖を
感じました。ドッペルゲンガーなのか、他のナニカなのか。誰もが想像でき
る、⽇常の場⾯での怪異現象なので、後からジワジワ思い出しそうです。怖さ
はあまり感じませんでしたが、気持ち悪さはピカイチでした。

327 テレビの中の⾃分 平中なごん ⼀般審査員I 10 10 10 12 11 53 ドッペルゲンガーなのですかね。テレビで⾒つけたらドキッとしますよね。
ドッペルゲンガーを⾒ると死ぬといいますがその後無事なのか気になります

327 テレビの中の⾃分 平中なごん ⼀般審査員J 17 18 5 3 8 51 前にもこのような話を⾒た気がするような。。と⾔う既視感がありました。怖
さはありましたが新しさはあまりなかったです。でも急にワイドショーに⾃分
が映っていたら、、と思うとびっくりしますよね。

合計 128 121 114 114 123 600

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

310 オカルトYouTube hama 3 ⼀般審査員Ａ 14 10 10 12 10 56 完璧にヒトコワの話です。オカルトは信じていないけど、⼈を呪うためにオカ
ルトをツールとして使い⼈はやばい⼈じゃないですか。幽霊は出てこないけ
ど、別の意味で怖いと思ったので怖さは⾼くしています。

310 オカルトYouTube hama 3 ⼀般審査員B 10 12 13 12 14 61 ⼈怖の話しですが、何か話の途中の感じがします。もう少し続きが欲しかった
です。呪いを信じさせないと呪いが効かないのはわかりますがそれにナナフシ
ギのチャンネルが使われてると思うと嫌な気分になりますね。

310 オカルトYouTube hama 3 ⼀般審査員C 15 17 15 16 17 80 幽霊は出ない急なヒトコワ！⼀⾒共通のテーマで盛り上がっていて意気投合し
たなぁと思っていたのは⾃分だけという胸糞な展開に怖さと鋭さを⾼めにしま
した ⼈によって何処にスイッチが分からないですね こちら側の⼈かと思っ
たら最初からあちら側でした的な決して相容れない⼈間模様が改めて良かった
です

310 オカルトYouTube hama 3 ⼀般審査員D 11 7 13 11 14 56 誰かと⼀緒にナナフシギの動画を⾒て呪いを遂⾏しようとしているのか、かな
り後味の悪い⼈怖でした。ナナフシギをそうやって使ってほしくはないと思い
つつ、呪いにまつわる投稿話等も多く、オカルト動画のこういう使い⽅がある
のかと新しい発⾒にもなりました。呪いが実⾏されないことを願います。

310 オカルトYouTube hama 3 ⼀般審査員E 10 5 15 10 5 45 分類するなら⼈怖になるのか？新しさは感じました。たまたまBARで居合わせ
た⼈に企みを正直に話すかな？同調して軽くその場をより過ごすか、オカルト
YouTubeの話題は避ける気がしました。

310 オカルトYouTube hama 3 ⼀般審査員F 14 13 13 13 14 67 シンプルにヒトコワ、だけど、⾮常に怖いと思いました。私もオカルト
YouTube は⼤好きだし、よく⾒ているけれど、そういった⾒⽅をしている⼈が
いるんだ…と思うと驚きもあり、とても怖い。ただ、そんな⾵に⼈を呪う為に
オカルトYouTubeを利⽤されるのは悲しいし、利⽤するのはやめて欲しいです
ね。特に、ナナフシギのYouTubeが好きであるのなら尚更。お話は全体的にバ
ランス良く評価出来るいい作品でした。

310 オカルトYouTube hama 3 ⼀般審査員G 15 12 14 10 15 66 まさかのナナフシギさんBARでの体験とは！！！冒頭から興味深く読ませて頂
きました。しかし⾊々なお客さんがいるんですね…その⼥性、最初の印象と後
半が随分変わっていて、⼈怖的な怖さもあるし、憑依的⁈な怖さや⾊々な怖さ
がミックスされてるなぁと感じました。しかも現在進⾏形な雰囲気もあります
し…後味の悪さも怪談としては良かったので、怖さの点や他も⾼評価とさせて
頂きました。しかしその⼥性、またお店に現れるのかなぁ…怖っ！

310 オカルトYouTube hama 3 ⼀般審査員H 5 5 15 10 5 40 わーッ！これは新しい！間接的な洗脳というか、⾃動思考を誘導するために、
YouTubeを活⽤していくという設定が良いですね。⼥性が呪いたい「あいつ」
に認知の歪みを作為的におこすことで「呪い」の完成度を上げていく展開が、
令和っぽい⼈怖怪談に仕上がっていると思います。全体を通して弾けるような
恐怖はありませんがじわじわ真綿で締めてく古典的な設定に上⼿くYouTubeが
からめてあって⾯⽩い構成だと思いました。個⼈的に1点残念なのは「ナナフ
シギのYouTubeが好き」が無ければ良かったなぁ…読み⼿が「呪術系YouTube
チャンネル」を勝⼿に想像する⽅が読み物として美しかったような気がしま
す。

310 オカルトYouTube hama 3 ⼀般審査員I 12 11 10 13 10 56 呪いを信じさせる。あれ？ナナフシギって呪いの話なんかしてました？⽥中さ
んや早瀬さん夢郎さんあたりでは笑。呪いは信じなくてもかかりそうな。って
かその彼⼥はなんだかんだで呪いも幽霊もしんじてそうですよね。楽しいお話
でした

310 オカルトYouTube hama 3 ⼀般審査員J 17 17 15 3 16 68 ⼈怖の要素が怖かったです。語り⼝調から本気な感じが伝わってきて尚怖かっ
たです。呪いは上⼿くいったのか、⾝を滅ぼしたのか、その先も気になる話で
した。

合計 123 109 133 110 120 595

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

208 ⼀般審査員Ａ 12 12 12 12 15 63 ⼦供がいないのに、夫を亡くした⼥性のボストンバックには「コドモ」がいる
と発⾔。思い込みなのかどうかは分からないけど、バッグがふらついていたの
で、多分中にはなんか⼊っていたのは間違いないはず。何者なのか分からない
けど、ちょっと怖いなと思いました。怖い話として成⽴しているので、平均的
な点数にしています。

208 ⼀般審査員B 12 13 13 12 12 62 バッグに⼦供がいてもいなくてもその⼥性の発⾔が怖いという話ですね。状況
がわからないのでくわしく⻑編でも読みたくなる話でした。

208 ⼀般審査員C 14 16 15 16 15 76 読み⼿の解釈⼀つで広がる怖さがありますね⼦供そのものが本当にそこに収
まっているのか？これから⼊る予定なのか？そのお婆さんの単なる妄想なの
か？ヒトコワでもあり鋭い⾓度の展開と怖さと共に意外さを⾼めとしました 
発⾔の真意もあやふやでまるで体験者のリアクションを楽しんでる様な節もあ
るのでヒトコワとしてのイヤ〜な怖さもありこの点数としました

208 ⼀般審査員D 11 8 12 7 11 49 所謂「⼈怖」に分類される話ですね。実際に⼈形が⼊っているのか、コドモと
称する何か象徴的なものを持っているのか定かではありませんが、不気味なこ
とに変わりはありません。ただ、仕事の話とこの⼥性の話がどう結び付けた
かったのか意図が分からないので、そこで切れ味の悪さを感じてしまいまし
た。

208 ⼀般審査員E 10 5 5 5 10 35 ⼈怖でしょうか？それとも聞き違い？ご主⼈を亡くされて⼀時的に不安定に
なったと思いたいお話でした。

208 ⼀般審査員F 14 13 14 13 13 67 ショートながら、しっかり怖さが感じられる作品でした。実体験、というのも
いいですね。⼥性の年齢的に、コドモ、と⾔っても、もしもいたとしたらボス
トンバッグに⼊れられるようなサイズでもないだろうし、逆にバッグに⼊れら
れるサイズなら、誰のコドモ？ってなってしまうし…。遺体ではなく⾻だとし
ても、⼾籍上⼦供はいないという事なので、何れにしてもヒトコワ、ですね。
⽂⾯もしっかりしていて、私の中ではかなり好評価でした。

208 ⼀般審査員G 13 12 15 10 15 65 ⼈の死を扱うお仕事とのお話で、なかなか重い感じなのかなぁと思い読み進め
ました。カバンの中⾝との事だったので、内容が気になったのですがまさかの
オチに“え？”となりました。これは⼈怖なのか？本当に中⾝は⼦供なのか？そ
れとも愉快犯的な⁈など⾊々な怖さが押し寄せてきた怪談です。なので意外性
を⾼評価としました。淡々とした⽂章故に怖さも増し、また考察のしがいのあ
るお話しだったと思います。その後がどうなったのか⾮常に後引くお話しでし
た。

208 ⼀般審査員H 15 5 15 10 5 50 ストレートな⼈怖怪談でゾクっとしました。私は新しい怪談に感じました。
ショート怪談なので、少ない情報になってしまうのは仕⽅無いのですが、匂わ
せの要素が多く全体的に消化不良な内容になっている気もしました。「死」を
扱う仕事で⼾籍が確認できる仕事。⾯談とあるので葬儀屋さんとは違うような
…読了後にモヤモヤと気になりました。欲を⾔えば、実体験だからこそ知り得
る描写がもっと具体的にあると良かったなと思います。例えばボストンバッグ
の具体的な⼤きさ説明があると、⼦供のサイズが想定でき、読者が⾚ちゃんな
のか、幼児なのか、児童なのか…と想像が広がり怪談としての恐怖深度が良く
なると思いました。

208 ⼀般審査員I 12 10 10 10 10 52 死を扱う仕事とはなんでしょうって考えてしまいました。⼦供とはなんだった
んでしょう。⼾籍にいない⼦供。誘拐？とか思ったらドキドキします

208 ⼀般審査員J 18 17 14 3 17 69 めちゃくちゃ気持ちわるって思いました。⼦どもだと思い込んでいる何かなの
か、旦那を亡くしておかしくなって本当に誰かの⼦をバックに⼊れてしまった
のか、⾊々と想像してしまいました。

合計 131 111 125 98 123 588

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

252 咳 ふ菓⼦爆弾 ⼀般審査員Ａ 12 12 12 11 11 58 この体験は⾞を⾛らせていた時に体験したのか、それとも⾞を⾛らせて、どこ
かに⾏った時の話なのか分からなかったですね。体験した内容は怖いですし、
その体験をしてから咳が出るようになったのは絶対後遺症だなと思います。怖
い話としているので平均的な得点にしています。

252 咳 ふ菓⼦爆弾 ⼀般審査員B 10 12 13 16 12 63 ⽴っていた⽕柱はまさかの狐⽕だったんですね。ユーモアに焦点を絞って来た
感が凄かったです。おもわずフフッと笑ってしまいました。

252 咳 ふ菓⼦爆弾 ⼀般審査員C 14 16 17 17 17 81 成る程！オチがまた怖可愛くてユーモアと新しさポイントを⾼めにしましたそ
う来ましたか🦊⾒る⼈によっては⽕柱ですが、また他の⼈が⾒たら妖怪、狐⽕
に⾒えていたのかも知れませんね 体験者さんは今頃尻尾が⽣えやがて⽿が‥
やはり怖可愛いですね こうして狐さんは眷属を増やしていってるのか？短編
ですが壮⼤な物語の序章の様な⽂章で良かったですコンコン♪

252 咳 ふ菓⼦爆弾 ⼀般審査員D 6 14 9 13 11 53 オチが⾒事！途中まではよくある不気味系の話かと思わせておいて、最後にそ
ういうことか！と気持ちよく終わってくれてとても⾯⽩かった。書き⽅も分か
りやすく、シンプルで個⼈的に好きな話でした。

252 咳 ふ菓⼦爆弾 ⼀般審査員E 5 5 5 5 5 25 タイトルの咳と⽕柱の関係性がよく分からなかったです。そこが書かれていた
ら加点出来たと思います。

252 咳 ふ菓⼦爆弾 ⼀般審査員F 12 13 14 14 13 66 ⽂章は倒置法を使われていたりと、⾯⽩く読ませていただきました。ただ、
ショートに限っては使いどころが結構難しいので、多⽤し過ぎない⽅がいいか
もしれないですね。⼆⾏⽬の、前⽅が明るいのに…のところは、倒置法にせず
に、普通にこのあたりは畑が…を先に持ってきた⽅が情景がストレートに伝わ
りやすいかな、と思いました。⽕柱と動物のような影の関係はわからないけれ
ど、熱くない⽕柱というのも不思議だし、影が迫ってくるのも怖いですね。最
後の咳が、コンコンと、で、恐らくキツネと関係があるのかな、と思わせると
共に、ユーモアさも感じました。お話⾃体も、あまり聞かないような印象で新
しさも感じました。

252 咳 ふ菓⼦爆弾 ⼀般審査員G 13 12 12 15 12 64 お話しとしては、とても情景描写がリアルでそれ故にその状況が凄く伝わり不
思議でもあり、恐ろしいなぁと感じる怪談でした。この出来事は⼀体何だっん
だ？と疑問を感じながら読み進めました。⾊々と考察出来ますね。⽕柱という
事でその場所や⼟地に何か関連のある事象なのでしょうか？実際夜道でそんな
事が起きたら恐怖でしか無いですよね…。しかし末⽂でちょっとクスッとなっ
た私。咳のコンコン→キツネの霊？笑 緊張感のある⽂⾯からの急展開な終わ
り⽅！私的にはそこに⼩気味さと⾯⽩さを感じたのでユーモアの点を⾼評価と
させて頂きました。

252 咳 ふ菓⼦爆弾 ⼀般審査員H 15 10 10 20 20 75 カワイイ。この怪談は怖カワイイ。展開の内容から、動物おそらく狐に憑かれ
たのかな？と想像できるのですが、少しおやじギャグを感じるオチに、最初の
感想はカワイイ。となりました。最後の⼀⽂「コンコンと」までは、⽂句のつ
けようのない湿度の⾼いショート怪談だったのに、コンコンでやられました。
個⼈的にこのギャップが意外性もあり、狐のからかいのような感じもあり「怖
カワイイ」という新しいジャンルを感じました。相反するものが混ざっててす
ごく良いと思いました。投稿者さんが意図する解釈じゃなかったとしたらすみ
ません。

252 咳 ふ菓⼦爆弾 ⼀般審査員I 10 10 10 10 10 50 不思議な⽕柱と咳が⽌まらないのはなんの結びつきが。。。怖くもないし意味も
わからなかったです

252 咳 ふ菓⼦爆弾 ⼀般審査員J 10 13 15 3 9 50 個⼈的にあまり怖さは感じなかったです。狐が関係しているのはわかりました
が。。⽕柱は狐⽕みたいな事なのでしょうか？不思議な話だなぁと⾔う印象で
す。

合計 107 117 117 124 120 585

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

205 ⼀般審査員Ａ 12 12 12 15 15 66 来店した⼥性客の顔が⾟⼝な⼈で、しきりに何か⾔っていたのはお札の影響が
あったのかなと思いました。そして、退店する時の⼥性の顔が変わったのは憑
き物がとれたのか？それとも、この世のものではない⼈物の正体が現れたの
か？どっちかは分からないけど、この部分がユーモアと意外だなと思ったので
得点を⾼くしています。御札ってコーティングしても効果あるんだな。

205 ⼀般審査員B 15 15 12 10 12 64 悪いもので憑くといえばへびとかキツネですが神の化⾝ともとれる動物なので
⼀概に悪いものかは判断できないですね。その⼈にとっては良いものの可能性
がありますし。こちらに害が無いのなら単純にお客さんを逃した形なので客商
売にはどっちが良いのか迷いますし、勉強になるはなしでした。

205 ⼀般審査員C 14 16 16 17 16 79 如何にもな姿でくる霊や魔物でしたら警戒やら対策やら出来ますが⾒た⽬が完
全に⽣きた⼈間のそれでしたらもう事前に備えるしか無いですね 短い怪談な
らではの急展開な意外さとちゃんと⼤⼈しく退散するおばけさんの健気なユー
モアさは強く感じました 霊の中には親しい⼈物に化ける狡猾なモノも居るの
で注意が必要ですね

205 ⼀般審査員D 9 12 14 11 12 58 リアルな⼈間の⼝から出てきた⾔葉ということは、その⼥性に憑いていた何か
の⾔葉だったのかもしれない。結果的にお店に良くないものが⼊らなかったの
はいいことだけれど、その⼥性の今後が少し⼼配です。そして、お札の効果の
強さに驚きました。業者の⽅はゲン担ぎをよくする、と⾔いますがこういう⽅
法もシンプルでありなんだなど勉強になりました。

205 ⼀般審査員E 10 5 10 10 5 40 店内に⼊れているので、そこまで悪い物では無かったのでしょうか？そこに違
和感を感じました。 店内に⼊れない話の⽅がもっとインパクトが有って加点出
来たと思います。

205 ⼀般審査員F 12 12 13 11 12 60 来店した⼥性客には悪い霊か何かが憑いていたのでしょうか？もしもそうだっ
たとしたら、御札の効果はあったのでしょうか？悪いモノが⼊れないはずなの
にその⼥性客は⼊ってこれた、というところで⽭盾を感じてしまってその分怖
さが薄れてしまったのは否めませんでした。開店の際…の⽂章のところは、途
中で⽂章を切らずにもう少し纏めて繋げた⽅がいいような気がします。⼥性が
⾟⼝な⼈で…というところも、⼥性はなぜか…というようにした⽅が意外性も
出せるような気がします。話としては悪くはなかったです。

205 ⼀般審査員G 15 12 12 10 15 64 まず冒頭、建物の⽴地が川沿いという所で“おやおや…”と嫌な予感。しかもな
ぜお札を貼ることを進める？？最初から何か起こりそうなフラグが⽴ち始めて
興味深々で読み進めました。しかし最後のオチが私の想像と違っていて。.良い
感じでの裏切られ⽅で“怖っ”となりました。その点を加味し意外さを⾼得点
に。どんなお店なのか？もう少しその辺の背景など少し膨らませると話しに⽴
体感が出るのかなぁと思いましたが、ジワっと怖くなる⾯⽩い怪談でした。そ
してタイトル通りの謎が私も残りました。

205 ⼀般審査員H 5 5 8 10 10 38 定番の御札系怪談。終始カジュアルな雰囲気でまとまっており、恐怖感が薄め
に感じました。しかし考察好きにはたまらない、ラストの展開は最⾼ですね。
「⼥性客には何が⼊っていたのか」考察が楽しめました。内装屋さんが「御札
を貼ったら？」と勧めてくるという事は、改装中に何かあったのでしょうか。
⻑編でも⼗分に魅⼒的になりそうな要素を感じました。ショート怪談ならでは
の落語のような軽快なオチに構成⼒の⾼さを感じました。これは私の好みなの
ですが、タイトルが出オチになっている点は残念に感じました。

205 ⼀般審査員I 10 10 10 10 10 50 彼⼥が悪霊だったのですね。⼊れないはず。。。は⼊れてますね笑ながく留まる
事はできないみたいですが

205 ⼀般審査員J 16 18 15 3 13 65 短さの中にしっかりとした鋭い怖さがあったと感じました。お札の効果があり
良かったですね。話⾃体もわかりやすいし流れも良かったと個⼈的には思いま
した。

合計 118 117 122 107 120 584

降りない⼈ 川沿いのマスター
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⼣暮怪⾬
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⼣暮怪⾬

⼣暮怪⾬
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⼤きなボストンバッグ オカルトメドレー
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⼥性客の中⾝は誰？ 仲川秀明(ヒデ)
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⼥性客の中⾝は誰？ 仲川秀明(ヒデ)



No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

303 お婆ちゃんと箱 ていゆめこゆ⽗ ⼀般審査員Ａ 8 8 12 8 12 48 幽霊が⾒える娘に思い切って⾃分の後ろに何がいるのかと聞くと、箱を持った
お婆ちゃんがいると⾔われたため、最初は良い話かなと思いました。でも、蓋
を開けたら別⼈がお⽗さんの後ろにいる。⽗親の前世絡みの⼈なんだろうか？
なんだか気になる話です。全体的に低い点数にしていますが、意外さと新しさ
は平均的な点数にしています。

303 お婆ちゃんと箱 ていゆめこゆ⽗ ⼀般審査員B 14 12 15 11 14 66 娘さんが⾒た箱を持つ⽼婆、祖⺟じゃ無いなら誰なんだという所ですが娘さん
が怖がって無さそうなので悪いものじゃ無いんじゃないですかね。

303 お婆ちゃんと箱 ていゆめこゆ⽗ ⼀般審査員C 15 17 16 16 18 82 ⼩さい⼦は視える、いや視えてしまうのか？成る程そうきましたか ⼀⾒良い
話と思いきや、知らない⽼婆とはなかなかの切れ味鋭いイヤ〜なお話 その⼥
の⼦の⾒えちゃってるシリーズがあるのでしたら今後の展開も気になりますね
 ⽼婆以外にも⼈外や妖怪が！のパターンも⽣まれるかもです よって今後の
期待も込めてユーモアも⾼めとしました

303 お婆ちゃんと箱 ていゆめこゆ⽗ ⼀般審査員D 6 12 10 11 13 52 ご先祖様ではなく、知らない⽼婆が謎の箱を持って背後にいたら怖くて仕⽅が
ないと思います。⽼婆は誰なのか？持っている箱の中⾝は何なのか？不思議な
事だらけで、とにかく不気味。旦那さんと娘さんの今後が⼼配です。何事もあ
りませんように。

303 お婆ちゃんと箱 ていゆめこゆ⽗ ⼀般審査員E 15 15 5 10 10 55 なんとなく最後が読めてしまいました。お婆さんの正体と箱の意味が分かった
らもっと怖く感じたと思いました。

303 お婆ちゃんと箱 ていゆめこゆ⽗ ⼀般審査員F 11 10 12 13 14 60 まずは、タイトルで結構興味を惹かれました。読んでいくと、投稿者さんの、
所謂視える娘ちゃん⽈く、投稿者さんの後ろに箱を持ったお婆ちゃんが視える
という。お婆ちゃん⼦だった投稿者さんには嬉しい、ほのぼのとした怪談なの
かと思いきや、まさかの知らないお婆さんだったとは…。そういう点で意外性
は⾼く評価させていただきました。⾒知らぬお婆さんが⾃分の後ろにいる、と
想像すると怖いでしょうね。お婆さんの持っていた箱の中⾝も気になります。

303 お婆ちゃんと箱 ていゆめこゆ⽗ ⼀般審査員G 13 12 13 10 12 60 視える⼦供の話しは、なんだか素直にありのままを表現している事が多い感じ
がして、⼤⼈が話すよりゾッとしてしまう⾃分がいます。このお話しもお⼦さ
んが淡々と状況を説明していて、怖さ倍増！最初は私も守護霊だろうと思って
読んでいたのですが、まさかの誰？で。さらにゾクっとしました。しかも箱は
何？何⼊ってんの？完読後に⾊々考えてしまうお話しでした。きっとそのお⼦
さんは他にも⾊々と感じたり視えたりしてそうですので、他にも⾊々お話しが
ありそうですよね！期待してしまいます。

303 お婆ちゃんと箱 ていゆめこゆ⽗ ⼀般審査員H 10 5 5 10 5 35 箱はいいですね。箱が題材の怪談は、いっぱい読みたいです。最⾼です。私は
ルービックキューブのようなサイズ感を想像しました。中⾝が⾒えない箱を
持った知らない⽼婆が後ろにいると思うと嫌ですね。最初にタイトルを⾒た時
に「⽼婆」ではなく「お婆ちゃん」と親しみを感じるような表記だったので、
ほっこりした内容なのかなぁ〜と思いきや、まったくの他⼈の⽼婆ッ！！とゾ
クっとしました。タイトルとのギャップがいいスパイスになっていると思いま
す。このショート怪談のように軸になるアイテムが明確な怪談は読み⼿が想像
をしやすいので、怪談を読み始めた⽅にオススメしたいです！

303 お婆ちゃんと箱 ていゆめこゆ⽗ ⼀般審査員I 12 12 11 10 11 56 おばあちゃんが守護霊な平和な話で終わると思ったら知らないおばあちゃん。
そして箱。気になりますよね。何かを渡そうとしているのか⼊れようとしてい
るのか。娘さんにおばあちゃんの表情も聞いてみたらよかったかもですね。ほ
のぼのできないお話しでした

303 お婆ちゃんと箱 ていゆめこゆ⽗ ⼀般審査員J 12 8 16 6 20 62 お婆ちゃん誰？って感じの話でした。怖さよりもマジで誰？箱何？と⽊になる
点が多くありました。⾃分のお婆ちゃんでない点が意外さに⾼得点を⼊れた理
由です。

合計 116 111 115 105 129 576

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

261 返事 蛇太郎 ⼀般審査員Ａ 10 10 10 10 10 50 ⼀⼈暮らしを始めてから⼝数が減ってしまったため、なんとなく⾏ってきます
と⾔うと、返事が返ってきた。そのため、実は⾒えない何者かも部屋に住んで
いたという話はありそうだなと思いました。怖い話として成⽴しているため、
平均的な得点にしています。

261 返事 蛇太郎 ⼀般審査員B 12 10 12 10 12 56 短編だからか話の流れがよくわからないですね。あいつを出さないためにカギ
をかけたのはわかるんですがそのあとに⽪⾁にも不動産屋にあうのくだりで、
何に対して⽪⾁なのかの説明がほしかったです。

261 返事 蛇太郎 ⼀般審査員C 15 14 15 14 15 73 ⼀⼈暮らしあるあるですかね⼀⾔も発しないで⼀⽇が過ぎ去る⽇も多々あるで
しょう、そして誰しもが⼀度は何気なく独り⾔を呟く瞬間もあるでしょうか
ら、そんなありふれた⽇常が突如として⾮⽇常へと切り替わる瞬間に怖さを感
じましたそれでいてアイツとは？明らかにその正体を知っているであろう主⼈
公に新しさやユーモアさを感じたので⾼めにしまた 今後そのアイツとの接し
⽅⼀つでまた⼀つ怪異が⽣まれそうで物語として良かったです

261 返事 蛇太郎 ⼀般審査員D 11 15 11 13 14 64 まさかの展開でショートながら疾⾛感もあり⾯⽩く読むことができました。漫
談のような流れでオチがしっかりついていて、とても⾯⽩かったです。怪談と
しては実際に体験したら怖いだろう、と思いこの点数にさせていただきまし
た。

261 返事 蛇太郎 ⼀般審査員E 15 5 10 10 10 50 短い⽂章でよくまとまっていると思いました。冒頭の「喋っているのだろう
か？」は、「⼈と会話しているのだろうか？」の⽅が分かりやすいと思いまし
た。

261 返事 蛇太郎 ⼀般審査員F 12 11 12 13 12 60 私は独り暮らしをした経験もないし、ずっと家族と暮らしているので、思って
いる以上に会話は結構しているんだろうとは思うけれど、そんな私でも部屋に
籠ってほとんど出ない事も結構あるので、独り暮らしをしていると外に出なけ
れば⼈と会話する事も殆どなくなるだろうな、とは想像出来る。なんとなく⼝
に出した「いってきます」という⾔葉に返ってきた「いってらっしゃい」とい
う⾔葉。⾃分以外誰もいないはずの家の中から突然挨拶を返されたら怖いだろ
うな。不動産業者と話すハメになったのは、案外必然だったのかもしれないで
すね。

261 返事 蛇太郎 ⼀般審査員G 15 12 12 10 12 61 体験としてはシンプルに怖いですね！私も⼀⼈暮らしをしていた時は部屋でテ
レビと会話していた事もまりましたし笑「⾏って来ます」と空間に話す感じ分
かります〜！でもその後返事が来るなて…恐怖でしか無いですよ！なので⾃分
の体験と重なる部分もあったので、怖さの点で⾼評価とさせて頂きました。末
⽂に不動産屋さんとの件がありましたが、その辺で何かの霊との接触でも今後
あるのか？前触れ⁈また不動産関連でもたらされる怪異なのか？と思ったり
⾊々と考察させられました。そして今後また何か怖い体験をしてしまいそうな
そんな後味すら感じる怪談でした。

261 返事 蛇太郎 ⼀般審査員H 10 5 10 15 5 45 ずっと⼀⼈暮らしじゃなかったんだー！！！とスピード感のある展開で良かっ
たです。鍵をかけて閉じ込めようとしている流れに、主⼈公が動揺している様
⼦が感じられて、とても良かったです。もしかして主⼈公が思い当たる節でも
あるのでしょうか。詳細な情報が得られないのがショート怪談のもどかしさで
すね。もっと知りたい。もっと情報をくれ！と思えるぐらい、ステキな要素が
詰まっているクオリティの⾼い怪談だと思います。

261 返事 蛇太郎 ⼀般審査員I 12 10 11 10 10 53 アイツとは？もしや何かが部屋にいることはしっていたのか？不動産屋との話
は引越しのためなのか？疑問しか残らないお話でした。

261 返事 蛇太郎 ⼀般審査員J 20 18 10 3 9 60 意外さはあまり無くオチも何となく予想できましたがゾッとする怖さがありま
した。出て来ないように速やかにドアを閉めると⾔うところもリアルな感じが
出ていて良かったです。短くてゾッとする良い話だと感じました。

合計 132 110 113 108 109 572

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

297 誰・・・ 那由多 ⼀般審査員Ａ 12 11 12 12 14 61 多分この世のものじゃない⼈でいいのかな？いきなり⾒知らぬ⼥が迫ってきた
らビビってしまう。そして、この⼥を⾒たのは体験者だけではなく彼の弟も⾒
ていた。なんで、この時になって現れるようになったのかが気になるところで
すね。怖い話として成り⽴つので、平均的な得点にしています。

297 誰・・・ 那由多 ⼀般審査員B 14 13 13 12 13 65 季節外れの格好、若造の⽼婆、異様な組み合わせが恐怖を煽りますね。かわい
い⼥の⼈だと、怖さ半減しますし、さすが⽼婆といったところですね。⽣きて
ても死んでても⽼婆はなぜか怖い!

297 誰・・・ 那由多 ⼀般審査員C 14 16 15 16 15 76 ⾃分がリラックスしている⾃宅にそんなハッキリと部外者が来られると霊でも
⽣きた⼈間でも勘弁してほしいものです シンプルな怖さと鋭さ ⽼婆のその
描写の細かさに少しユーモアと意外さがありました 彼や彼の弟も⾒ていると
なるともうその霊は⾃分の家だと思い込んでいる端さえ漂います ⼤⼈しく成
仏してくれのか？それともまた出てくるのか？まぁ前者である事を願います

297 誰・・・ 那由多 ⼀般審査員D 8 11 13 11 12 55 霊も年を取るのか。⽼婆の記憶なのか。考察を楽しめるいい話でした。彼もそ
の霊を⾒て住み続けているのか、彼⼥だから姿を現したのか興味深いです。シ
ンプルで分かりやすい表現をしてくださったので、状況がとても分かりやすく
⾯⽩かったです。

297 誰・・・ 那由多 ⼀般審査員E 15 10 10 15 15 65 ⼥が近付いてきて、ギュッと⽬を瞑って⽬を開けるといないところがリアルで
怖かったです。⼥性が⽼婆だったのは違う意味で怖かったです。

297 誰・・・ 那由多 ⼀般審査員F 12 11 13 13 14 63 まずは意外さを評価したい作品です。早朝に現れた、服装は季節外れだけれ
ど、緩いカールのかかった⻑い髪にツバの広い帽⼦、というスタイルから若い
⼥性かと思いきや、それが⽼婆だったとは…。お話⾃体はまあ、よくあると⾔
えば語弊がありますが、ありがちな話ではあるけれど、意外性、という部分で
もジワジワくる怖さにも繋がっていると思いました。あらためて、『先⼊観』
を強く感じさせる作品でした。

297 誰・・・ 那由多 ⼀般審査員G 13 12 12 10 13 60 本当にタイトル通りに“誰？”と思ったお話しでした。話しの中盤では“元カノの
⽣霊？”もしくは“元カノの霊？”などと思いながら読み進めてのですが、まさか
のオチに“⽼婆？”で。本当に誰だったんでしょうか⁈最初は若い⼥の⼈だった
のが、何かの拍⼦に⽼婆に変わっていた？とか…。考察しがいがありそうです
ね。⽂章からもその時の様⼦が伝わってきてとても怖いお話しだと思います
し、その後も気になります。でも彼の家に⾏くのは嫌になりますね汗

297 誰・・・ 那由多 ⼀般審査員H 5 5 5 10 5 30 ゆっくり近づいてくるのは、怖いですね。状況描写が丁寧で、まるで体験して
いるかのように内容に没⼊できました。得体の知れない季節感の無い⼥が迫っ
てくる様⼦はめちゃくちゃ怖いのですが、あと⼀歩、突き落としてくるような
恐怖が欲しいですね。この不完全燃焼感が実話っぽくも感じられて良さではあ
るのですが…⼟地なのか、⼈なのか、なぜ⽼婆なのか、⽼婆に⾒えたのか、も
しかしたら⽼けたとか…？考察は楽しめますが、匂わせ程度でも何か考察のピ
ントが合う⼀⽂があると読了後の気持ち悪さが増す気がしました。

297 誰・・・ 那由多 ⼀般審査員I 11 10 10 10 10 51 彼⼥は現れただけで特になにもしてないのでしょうか？姿を⾒せるためだけに
尋ねてきたのですかね。無関係な⽼婆が現れるのは意味も⽬的もわからないの
でじわじわ怖さがやってきました

297 誰・・・ 那由多 ⼀般審査員J 10 7 9 3 7 36 実際にあったら怖いんだろうけど個⼈的にはあまり怖さを感じる投稿では無
かったです。

合計 114 106 112 112 118 562

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

315 雪⼭⽤テント 平中なごん ⼀般審査員Ａ 15 12 12 12 12 63 先輩から雪⼭⽤テントを譲ってもらったけど、そのテントを使ったら幽霊が出
てきた。そして、先輩にその話をすると、その先輩も中古で買ったみたい。そ
れを安値で譲ったということは、もしかしたら先輩も幽霊を視たのかなと思い
ました。怖い話として成⽴しているので、平均的な得点配分にしていますが、
怖さだけは⾼めにしています。

315 雪⼭⽤テント 平中なごん ⼀般審査員B 12 13 13 11 14 63 死⼈が出たテントを中古で買って、しかもその話を知っているのにはどうも違
和感を感じてなりません。普通買わないでしょ、そして売らないでください。

315 雪⼭⽤テント 平中なごん ⼀般審査員C 14 16 15 13 14 72 テントに限らず⼈が使⽤した中古品は少なからず前の⼈の念がこびりついてる
と考えてます。そんなの全く気にしないという⼈にとってはなんて事でも無い
と思いたいところですがね わざわざテントにまで来たのは訳がありそうで
す。少なからず成仏はまだして無さそうな 読んでいて予想が出来てしまった
のでそこまでの新しさや意外さは少なめとなりましたがですが物に纏わるイヤ
な話を⼀つ知れたのでまた新しいお話を待ってます 物への異様な執着がやが
て地縛霊へと変貌してしまう怖さがあります

315 雪⼭⽤テント 平中なごん ⼀般審査員D 9 8 12 8 11 48 事故物件的な類で、登⼭⽤テントの話は初めて聞きました。シンプルに雪崩に
巻き込まれたテントって再利⽤できるのでしょうか。そこの違和感があってあ
まり怖さは感じませんでした。

315 雪⼭⽤テント 平中なごん ⼀般審査員E 15 10 15 10 10 60 テントに限らず中古品の持ち主が亡くなって売りに出されると⾔う話を聞いた
事が有ります。⽣前に好きだった物に思いが残ってしまうのも頷けます。た
だ、雪崩に巻き込まれてテントが無事だったのには少し違和感を覚えました。

315 雪⼭⽤テント 平中なごん ⼀般審査員F 13 10 12 9 12 56 お話の内容的には雪⼭初⼼者の投稿者さんが先輩から雪⼭⽤テントを安価で譲
り受け、それを利⽤したところ、霊らしき男が現れた、という特段珍しいもの
ではありませんが、隣に霊らしき男が寝ていた、という怖さも然ることなが
ら、実はそのテントは雪崩に巻き込まれて亡くなっていた⼈が使っていた中古
品であった、という事実と、先輩がその事を知っていながら投稿者さんに売っ
ていた、というところに怖さを感じました。⼈の気配がする……のところは、
⼀旦、ピリオドで⽂を区切った⽅がいいですね。

315 雪⼭⽤テント 平中なごん ⼀般審査員G 16 12 12 10 12 62 中古品ってこれだから怖いんですよね…私もリサイクルショップは好きなんで
すけど、こういった話しを聞くと買うのを躊躇っちゃいますね。雪崩にあって
しかも死⼈が出たテントなんて、事故物件みたいなものじゃないですか！凄く
怖いなぁと思ったので怖さは⾼評価としました。こんな事があったので、また
きっと売りに出されて⼜別な⼈が買う…怖さのループ、嫌ですねぇ。お話しも
分かりやすく、簡潔だったので怖さもストレートに伝わってくる怪談だったと
思います。

315 雪⼭⽤テント 平中なごん ⼀般審査員H 15 8 5 10 10 48 持ち運べる⼼霊スポットを想像して怖かったです。先輩も⾒ちゃったのかなぁ
…亡くなった男の⼈を。読了後におしい！と感じた作品です。設定や展開はす
ごく怪談として⾼いクオリティになっているのですが、いくつか詰まる部分が
ありました。例えば「夜、中で寝ていると…」の前に時間と場所の場⾯転換が
分かる前置きが欲しかったですね。さっそく登⼭をして使⽤したのであれば、
ワクワクからの絶望がより感じられたかも。全体的にせわしい印象を感じまし
た。また、死⼈が出るような雪崩に巻き込まれたテントは再利⽤出来ないので
は？？と思考が持っていかれてしまい、せっかく上⼿く進んでいた恐怖のカウ
ントダウンが⽌まってしまった感じです。しかし、⽂字制限がある中、これだ
け情報が⼊れれるのは怪談をよく読んでいる⽅なのかな？と感じました。他の
作品もぜひ読みたいです！

315 雪⼭⽤テント 平中なごん ⼀般審査員I 10 10 10 10 10 50 雪崩に巻き込まれたテントがなぜ売られているのでしょう。変なオチはつけな
い⽅がいいと思います

315 雪⼭⽤テント 平中なごん ⼀般審査員J 17 12 4 3 3 39 こういう話を聞いた事があり怖さは感じましたが、特に新しさや意外さは感じ
ませんでした。好みの話でもありませんでした。

合計 136 111 110 96 108 561

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

296 思い込み 落合ちゃん ⼀般審査員Ａ 8 8 10 8 12 46 たぶん⾔いたいことは、幽霊は⾒境なく襲ってくると⾔いたいのかな。ちょっ
と読み取るのに苦労しました。誰が主⼈公なのか最初に明⽰すれば読み取りや
すいのかなと思いました。個⼈的にはそこまで怖くなかったので、点数は低め
です。

296 思い込み 落合ちゃん ⼀般審査員B 10 10 15 15 12 62 ユーモア作品ですね。⾸を絞める質量は感じるのに映像には写らない、世の中
の不思議はまだまだ沢⼭ありますね。

296 思い込み 落合ちゃん ⼀般審査員C 15 16 17 17 16 81 コチラに語りかける⽂体は新しくユーモアを感じました読んでいて素直に⾯⽩
かったです 霊にも物理攻撃？は通じると聞いた事はありますが実際にそれを
試してみたという事例はなかなか聞きませんね新しい試みです 霊もこちら側
がまさかそんな⾏動に移すとは思えないから意表を突かれたかも知れませんね
 きっと驚いてるでしょうね 怖さには怒りで塗り潰すのも対抗策かと

296 思い込み 落合ちゃん ⼀般審査員D 7 6 5 5 6 29 うけを狙っているのが垣間⾒えて少々興ざめしてしまった。⼤きく解釈をし
て、不倫相⼿がたまたま犯罪に携わっていていない限り不警察は動きません。
探偵ならまだしも。状況の設定に無理があります。怪奇が⼈間違いをして現れ
るのは少々⾯⽩いポイントでしたが、うけ狙いの⽂章で私は⾯⽩みが半減して
しまいました。

296 思い込み 落合ちゃん ⼀般審査員E 5 5 10 10 5 35 ⽂章が違和感だらけでした。特に「最後に⾔い残そう」なのになぜ書けている
のか？全体を通して⾺⿅にした⾔い⽅は、意図してなのかも知れませんが、読
んでいて不快でした。

296 思い込み 落合ちゃん ⼀般審査員F 10 11 12 13 16 62 最後に⾔い残そう、の後から続く⽂⾯からこれを語っているのが実は刑事だっ
たのだ、というのがわかり、そこで意外さが⼀気に跳ね上がりました。⽬の前
にいる『お化け』には、刑事のことが憎き浮気相⼿に⾒えていたのだろうけ
ど、刑事さんにしてみればいい迷惑ですね。しかも、殺されそうになっている
とは。⽂字数の都合もあるのかもしれないですが、改⾏が使われているとはい
え、やはり句読点は使っていただきたいですね。書き出しや、⽂の構成は⾮常
に良かったと思います。

296 思い込み 落合ちゃん ⼀般審査員G 15 12 15 13 15 70 冒頭の⼀⽂で掴まれたお話しでした。話し⼝調の⽂⾯だったのでリズミカルで
⾃分が体験している様な感じにもなり、⼩気味良く読ませて頂きました。霊の
現れ⽅の描写もとても伝わってきて、怖いなぁと感じたし、反⾯筆者は肝が据
わっているというか、冷静な部分も感じられ⾯⽩いなぁとも思いました。とは
いえ体験としては恐ろしくトラウマレベルですけど、その後は⼤丈夫だったの
かなぁ？呪われたりしないのか？と不安にもなりましたが…なかなか重厚な短
編でした。

296 思い込み 落合ちゃん ⼀般審査員H 5 5 10 10 8 38 怪異が⾯⽩いですね！⾁眼で確認も出来るし、重みも感じている。ただ、スマ
ホの画⾯には映らない。不倫という裏切りからくる怨念に、もらい事故のよう
な展開。怪談として最⾼の恐怖の要素が詰まっているよいショート怪談になっ
ていると思いました。これは私の主観ですが、息絶えそうな瞬間にカメラを起
動している点がチープに感じてしまった印象です。カメラ起動する前に応援要
請なり、他の⼈に連絡しないの？！とクライマックスを前に冷静になってしま
いました。この怪談は⽂字より⾳声と相性が良い気がします。例えば亡くなっ
た刑事さんの横に落ちていたスマホを再⽣したら、映像にはなにも映って無い
のに、刑事さんの荒い息と独り⾔が⼊っていて…な流れだと、刑事さんの無念
も感じやすくなる気がしました。

296 思い込み 落合ちゃん ⼀般審査員I 12 10 10 12 12 56 間違えで殺されたくはないですよね。しかも証拠も残せない。幽霊ずるいなと
思いました。⽂章が私の好みでテンポよくよむことができました

296 思い込み 落合ちゃん ⼀般審査員J 18 17 19 3 19 76 ⾃殺した不倫相⼿の捜査。。って事は今いる⾸絞めしているやつは不倫妻の旦
那ってことで、⽣き霊ってことなのかな？それとも死んでからきたのかな？と
⾊々と想像できる話でした。フランクな語り⼝調で気持ち軽く読んでいました
が、え？っと思う点が出てきてじわじわと怖さがきました。

合計 105 100 123 106 121 555

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

282 祖⽗のこと あきら ⼀般審査員Ａ 8 10 10 8 10 46 天井からぶら下がっている何者かに怯える祖⽗。それは、⾃分⾃⾝だったので
はないかと筆者は考えているけど、そうなった場合、祖⽗には未来の⾃分が⾒
えていたのだろうか。それとも、そうなるよう何者かが誘導したのだろうか。
怖いというよりも不気味な話だったので、全体的に点数は低めにしています。

282 祖⽗のこと あきら ⼀般審査員B 10 12 12 10 10 54 話の流れと状況がまとまってなくてわかりずらかったです。そして強引に祖⽗
を天井にぶら下げて終わるし、ちょい無理があると思いました。

282 祖⽗のこと あきら ⼀般審査員C 17 17 16 15 17 82 未来の⾃分がお迎えにやって来てしまったのか？真実を知りよりゾッとしまし
た。お爺さんやご家族にとっては受け⼊れ難い結末ですね 運命には抗えない
と⾔いますが必死の抵抗虚しく亡くなってしまう急展開に鋭さをそしてそれが
⾃分だったという薄気味悪さに意外さポイントを⾼めにしました 天井から⼈
がぶら下がっているビジュアルの強さは想像するになかなか強烈ですね

282 祖⽗のこと あきら ⼀般審査員D 9 12 8 8 11 48 男が⾔っていた「ウラ」とは何なのか、本当に祖⽗⾃⾝だったのか、後味が悪
くいい話だと思いました。

282 祖⽗のこと あきら ⼀般審査員E 15 10 15 10 10 60 お祖⽗さんが⾒えていたのは作者の⾔うようにお祖⽗さん⾃⾝だったのか？謎
が残るお話でした。

282 祖⽗のこと あきら ⼀般審査員F 12 11 10 10 11 54 ⼼の病で幻が⾒える場合と、実際に霊的なものが⾒える場合との線引きは難し
いけれど、このお祖⽗さんの場合は、やはり何かが実際に⾒えていたのかもし
れない。投稿者さんは、同じ形でお祖⽗さんが亡くなったことから天井からぶ
ら下がっていたものは祖⽗⾃⾝だったのかもしれないと考えているようだけれ
ど、本当にそうだったのか…。それとも⾒えた何者かに引っ張られて同じ死に
⽅を選んでしまったのか…。本当のことはわからないけれど、⾃ら命を断って
しまったというのは悲しいですね。⼭の中の集落という閉鎖的な環境も⼼の病
にはあまり良くないのかもしれませんね。

282 祖⽗のこと あきら ⼀般審査員G 15 13 10 10 13 61 恐ろしいなぁと感じる中にも悲しさ、切なさ…⾊々な感情が押し寄せる怪談だ
と思いました。また祖⽗を取り巻く家族の⽅の⼼境を思うと単に“怖い”とだけ
て終わらせる事が出来ないようなそんな気持ちになりました。冒頭からその家
や周りの雰囲気がとても伝わり、描写も分かりやすく読みやすいお話しでし
た。私も祖⽗祖⺟が⼤好きだったので、お年寄りが出てくる怪談は悲しくなっ
てしまいますが、何か⼿⽴ては無かったのかなぁと思ったり…その後はどう
なったのかなぁと思ったりしました。

282 祖⽗のこと あきら ⼀般審査員H 5 10 5 5 5 30 ⼤好きな家族が⽇に⽇に発狂していく様は怖いですね。夜中に現れるナニカを
投稿者さんが⾒たのかも…と想像すると怖かったです。すみません、創作を前
提に感想を書くとすれば、舞台装置が無駄になった印象です。⼭の中の集落、
築70年の湿度の⾼い古い家屋。なにか訳ありな雰囲気から始まった怪談が、別
の怖さで着地した印象です。古い家屋ですので天井より、梁で表現した⽅が雰
囲気が盛り上がったかもしれません。

282 祖⽗のこと あきら ⼀般審査員I 11 10 10 10 10 51 私もそう思うので家族に⾔っていいかと。おじいちゃんは⾸吊りなんでしょう
か？理由はなんだったんでしょうね。⾃分を⾒ていたかもだから⾃死する理由
はあったはず。不思議です。

282 祖⽗のこと あきら ⼀般審査員J 18 17 10 3 10 58 短い中で起承転結がしっかりしていて読みやすい話だと思いました。その事が
起きた後に⾃死を選んだのはもしかしたら選ばされた、導かれてしまったと考
えるとまた違う怖さもあるなぁと思いました。

合計 120 122 106 89 107 544

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

222 明鏡⽌⽔ ももり ⼀般審査員Ａ 12 12 12 12 12 60 池で亡くなった⼈の話をした途端、池の⽅で⾳がしてしまう。そして、その⾳
が近づいてくるのはあるあるな話だけど怖いなと思いました。この亡くなった
⼈の話、冗談で話したというけど話して本当に冗談で何だろうか。何かに導か
れる形で話してしまったのではないか。そう思ってしまいました。怖い話とし
て成⽴しているので、平均的な点数にしています。

222 明鏡⽌⽔ ももり ⼀般審査員B 12 13 12 10 12 59 難しい話ですね。怖いポイントは⾒えない何かが⽔⾯を波⽴たせる事なく⾳だ
けで近寄ってくる所ですかね。⾃殺の話と⽔⾯の出来事にはたぶん、つながり
はないと思いますし。⾳だけなのでわかりづらい話でした。

222 明鏡⽌⽔ ももり ⼀般審査員C 13 13 14 13 16 69 まるでここに居るよというアピールなかなかアグレッシブな霊ですね ⼀⼈だ
と聴き間違えか勘違いか？となりがちですが三⼈共聴いているという事でこれ
は怖さポイント⾼めとしました ⼈によっては聴こえる、視える、匂う、など
など霊を知覚出来る反応はまちまちですが向こうからの警告でもありますね 
逃げ切れて良かったです スピーディーな鋭さを感じたのは短編ならでは

222 明鏡⽌⽔ ももり ⼀般審査員D 10 7 13 8 14 52 ⾶び込む⾳がするまでは想像ができたが、⾛ってくるとは思いませんでした。
落ちた⼈が何か伝えたかったのか、さらに呼び込もうとしていたのか。呼び込
んだ「何か」が投稿主に近づこうとしていたのか。考察する余地があって⾯⽩
い話でした。

222 明鏡⽌⽔ ももり ⼀般審査員E 15 5 5 5 10 40 タイトルの意味を⼼が穏やかな⽅と、とらえたので期待し過ぎてしまいまし
た。正体が分からないだけに怖さが増します。

222 明鏡⽌⽔ ももり ⼀般審査員F 9 9 10 9 9 46 句読点がないので、ちょっと読みにくさを感じてしまいました。つけないなら
つけないでもいいのかもしれませんが、科⽩になるところは「」などつけて欲
しかったです。朗読とかでお話を聞く、という形であれば、また違う印象は受
けるかもしれませんが。冗談で⾔ったつもりの⾃殺した⼈、が実際に出てきた
のかどうかはわかりませんが、⾃分が実際に体験をしたとしたら、もっと怖
い、と思うかもしれませんね。

222 明鏡⽌⽔ ももり ⼀般審査員G 13 12 12 10 10 57 まずそこの池は⽈くがあった場所なのか？時間帯は何時ごろだったのか？等、
状況が今ひとつ伝わらなかったのでその点をもう少し丁寧に描写をして頂ける
とお話に深みや怖さが増したかなぁ？と感じました。体験としては怖いお話し
だと思いますし、最後の⽅では追いかけられた様だったので、もし⾃分がと思
うとゾッとしますね。⽔の⾳の変化も何だったのか？⾃殺した⽅の何かだった
のか？⾊々と考察が楽しめる怪談でもあると思います。

222 明鏡⽌⽔ ももり ⼀般審査員H 5 5 5 10 10 35 池の上を⾛ってくる怪異こわ！⾳だけが聞こえるのはめっちゃ怖いですね。ト
リガーが2回あったのも個⼈的に好きです。1つめは「⾃殺したひとがいたらし
い」の発⾔、2つめは「やばくない？」の発⾔。何気ない冗談の延⻑線が冗談
じゃない事態に展開していく流れが⾯⽩かったです。
「何の異常もなく」の部分を⽔⾯の様⼦が分かるもので表現した⽅が良かった
ですね。⾵なのか、⽊々なのか⽔⾯以外の「異常」を想像してしまい、没⼊感
が薄まってしまいました。「⽔⾯は穏やかなまま」を繰り返しても良かったか
も。少し⼯夫するとより、怪談本⽂とタイトルとの親和性が増しそうな気がし
ました。

222 明鏡⽌⽔ ももり ⼀般審査員I 10 10 12 12 10 54 ⾃殺された⽅の霊が現れたのでしょうか？迫ってこられるのは怖いですね。無
事にその場を離れられてよかったです。

222 明鏡⽌⽔ ももり ⼀般審査員J 16 15 7 3 16 57 ⾃分の話をしてくれたと思って近づいてきたのかもしれませんね。想像したら
ゾッとしました。ただこう⾔う展開は良くありがちな気がしたので新しさは感
じなかったです。

合計 115 101 102 92 119 529

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

264 後部座席 百恐の語り部 ⼀般審査員Ａ 8 8 8 8 8 40 後部座席に倒れていた⼥の⼦はこの世のものではないのは間違いないと思う。
その⾞に元々憑いている霊なのか、それとも⾞を所持している先⽣の⾝内に関
係ある霊なのか。ちょっと不思議な話でしたね。そこまで怖くなかったので、
低めの点数にしています。

264 後部座席 百恐の語り部 ⼀般審査員B 12 10 11 12 10 55 結局、なんだったんですか。おしえてほしいです。⼥の⼦がボール？どういう
ことですか。最終的に⽬が悪いのにボヤけずに⾒えていた⼥の⼦は幽霊だっ
た。って話ですがもって⾏き⽅がお粗末さまでした。

264 後部座席 百恐の語り部 ⼀般審査員C 13 15 14 14 15 71 視⼒が悪くて⾒たいものが⾒えない代わりに⾒たくも無いモノがよりクリアに
視えてしまうという事例もあります 霊の警告に対して無意識に危険を察知し
て視え無いようにまたは聴こえないようにと五感にストッパーをかけていると
も聞いた事がありますが、今回は⾒間違いであって欲しいですね真相が不明な
のがまた後味が悪くいい怖さがありました 展開としてはストレートなので新
しさや意外さはそれ程感じませんでした それにしても実際の視⼒に関係なく
⾒せ付けてくる霊は相当⼒が強くよりタチが悪いです

264 後部座席 百恐の語り部 ⼀般審査員D 13 14 12 11 13 63 本当に霊感が強い⼈の⾒分け⽅で「視⼒が悪いのにはっきり視える」というの
は、ノヴさんも以前おっしゃっていましたがこれはまさにその話だと思いまし
た。⾯⽩かったです。それでも、霊感がない⼈にはボールに⾒えていたという
とよほど強い何かだったのか、何者だったのか後味が少々悪くいい話だと思い
ました。

264 後部座席 百恐の語り部 ⼀般審査員E 10 5 5 5 10 35 ⾔い合いになった箇所の「⼥の⼦がボールだろ」の所がよく分かりませんでし
た。今回で３回⽬の怪奇宴グランプリですが、視⼒や聴⼒が…という作品が既
に有ったので新しさは低くしました。

264 後部座席 百恐の語り部 ⼀般審査員F 11 11 12 11 12 57 ⾃分には先⽣の⾞の後部座席に横たわる⼥の⼦が視えたが、友⼈には⼥の⼦は
視えず、ただボールが転がっているのが視える。視⼒が悪いと⾒間違いだと思
われるのはあるあるかもしれない。でも、よく聞くのは、視⼒の悪い⼈がはっ
きりくっきりと視えた場合は、霊が視えている可能性が⾼い、というのもよく
聞く話だ。なので、投稿者さんにはきっと⼥の⼦の霊が視えていたのでしょう
ね。⽂⾯の友⼈と⾔い合いになるところは、⼥の⼦がボールだろ、という⽂は
それだと伝わりにくいので、⼥の⼦だろ、という形にした⽅がいいですね。そ
れと、最後の⼀⽂の何故はっきりと…のところは抜け、でしょうか？何故か
はっきりと視えていた…ですね。

264 後部座席 百恐の語り部 ⼀般審査員G 15 12 12 10 12 61 霊が視えるのと普通の視⼒は関係無いとよく聞きますもんね…また視⼒が下
がったのももしかして霊をミセラレル為では⁇なんて思いながら読ませて頂き
ました。また背景が学校という事で⾊々と考察が浮かぶ怪談ですね。状況の説
明も簡潔でしたので、その時の様⼦が凄く伝わりストレートに怖いなぁと感じ
ました。しかし⾞の中との事…その⾞の持ち主は⁇そしてその⼥の⼦は誰⁇等
⾊々思う所がありましたが…。もしや霊感スイッチが発動したのでは？等と感
じた私です。

264 後部座席 百恐の語り部 ⼀般審査員H 15 15 5 10 10 55 これこわい。視⼒が悪いのに表情までくっきりみえたのは「霊なのか」それと
も「事件」なのか。今起きている事なのか、過去におきていた事なのか。考察
が深まる怖いショート怪談に仕上がっていると思いました。私は怪談に事件要
素が絡むと急に事実なように錯覚して恐怖が増し増しになると思っているので
すが、この怪談はいい塩梅に実際にありそうな事件が絡めてあって、めちゃく
ちゃ怖く感じました。

264 後部座席 百恐の語り部 ⼀般審査員I 10 12 11 10 10 53 ⽬ではなく脳でみていたのか？間違いなく幽霊だったのですね。先⽣は何もな
かったのでしょうか？ちょっと気になります

264 後部座席 百恐の語り部 ⼀般審査員J 9 9 9 3 9 39 ⼥の⼦がボール？良く話がわからず、私の読解⼒が⾄らず何度読んでも良くわ
からなかったので全体的に低い点数になりました。

合計 116 111 99 94 109 529


